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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定

6月 2日（月） 開会・提案説明

4日（水） 一般質問

5日（木） 一般質問

9日（月） 議案質疑・委員会付託

11日（水） 総務建設常任委員会

13日（金） 文教福祉常任委員会

19日（木） 討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。
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今回、初めて議会だよりの表紙の写真を一般公募いたしました。
テーマは「大口町の桜」。たくさんの応募をいただき、ありがとう
ございました。委員による選考の結果、近藤夏希さんが撮影され
た写真を選ばせていただきました。
※写真のタイトル「桜が咲いたよ！！」
※撮影者コメント「1年のうちに1番華やかになる余野5号公園の桜。
五条川の桜に負けないくらい立派な桜を毎年楽しみにしています。」

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　自助・共助・公助それぞれが災害対応力を高め、
連携できる大口町になってほしいです。

（災害救援ボランティア代表　川橋さん）

　突然の事態で避難しようとした時、どこへ行
けば良いか分かりません。区の掲示板で確認で
きれば助かります。

（垣田在住　平山さん）

～大口町に期待することは？～

「桜が咲いたよ！！」
撮影者 近藤夏希さん

（関連記事P.16）

「桜が咲いたよ！！」
撮影者 近藤夏希さん

（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
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実感できる施策を「住んでよかった」と

一般会計歳出予算の主な内訳と歳出総額に占める割合

衛生費　10億4885万円 前年比10.5%

健康づくり・予防接種・がん検診等
環境保全・廃棄物処分等の費用

健診や予防接種など、健
康で安心して過ごせるお
手伝いをしています
また、環境保全に努めて
います

教育費　13億4375万円 前年比15.9%

小学校、中学校の学校管理
社会教育等の費用

給食費完全無償化を実施
また、子どもたちが使うタ
ブレット端末をすべて交換
します

※不交付団体とは…地方交付税が交付されない団体であり、自らの税収などで国が定める一定の行政サービスを賄うことができるとされる団体

民生費　40億738万円 前年比9.3%

子育て支援・高齢者福祉・児童福祉・母子福祉
障がい者福祉等の費用

ご存知でしたか？
実は、大口町、福祉政策に
1番お金をかけています
歳出総額の37.0%を占め
ています

土木費　14億8291万円 前年比5.0%

道路・橋りょうの新設、改良
街路、公園の整備維持管理など

「大口町って道路ばっかり
作ってるよね？」いえいえ、
そんなことはなくて、土木
費は歳出総額に占める割合
の13.7%です

固定資産税が目標の30億
円に達したとのことですが
今後の企業誘致はどうす
るのですか？

経済状況も先行きが不透明
なため、今ある農地を確保
しながら、企業誘致は進めて
いくことにしました。

■特別会計には、土地取得、国際交流、国民健康保険、後期高齢者医療、
　介護保険、次世代育成事業の6特別会計があります

こども総合計画の理念
「こどもも大人も地域も育つ 子育て文化のさくらが咲く 大口」を軸に

不交付団体である本町だからできる「子育て支援」で打ち出した、給食費無償の独自施策。
「住んでよかった」と実感でき、定住者促進につなげることができるか、しっかり検証していきます。

 学校給食費無償化（1億1730万円）
 公立保育園副食費無償化（1872万円）
■主な内容 

保育所等副食費無償化（1907万円）
 町内保育所における未満児おむつの公費負担（711万円）

議会はここに注目 !

令和7年度 当初予算総額 （千円以下四捨五入　割合は前年比）

一 般 会 計
特 別 会 計
下水道事業会計

108億2300万円
40億2122万円
11億4886万円

0.2%
1.8%
8.0%

合　　　計 159億9308万円 0.03%

子
育
て
支
援
の
拡
充

中等度難聴者補聴器購入費助成事業（50万円）
中等度難聴高齢者補聴器購入助成事業（175万円）
　　18歳以上で身体障害者手帳の交付対象とならない中等度の
　　難聴者を対象に補聴器の購入費の一部（上限5万円）を助成

新規事業も加わり、それぞれ適切に予算執行されているか注意深く見ていきます。

感染症等の病気を予防するために町が一部負担する予防接種の種類が増え、さらなる安心感を

　 インフルエンザ予防接種（1451万円）
 帯状疱疹ワクチン接種（1191万円）
■主な内容 

おたふくかぜワクチン接種（69万円）
 新型コロナワクチン接種（2788万円）

議会はここに注目 !

医
療
福
祉
関
連
を
手
厚
く

地域活動の拠点施設をさらに使いやすく整備する施策

地域に欠かせない集いの場。公共施設老朽化問題と向き合いながら、今後も推移を見守っていきます。

 河北学供いす式階段昇降機設置工事（258万円）
 河北学供手摺設置工事（28万円）
■主な内容 

上小口学供空調機更新工事（539万円）
 上小口学供外構改良工事（519万円）

議会はここに注目 !

集
い
の
施
設
整
備
へ

ある日の給食

上小口学習等供用施設

県支出金
7.1%

国庫支出金
11.6%

各種交付金等
10.9%

地方譲渡税
0.9%

諸収入等
5.2%

繰入金
5.2%

使用料及び手数料
0.9%

分担金及び負担金
0.1%

町税
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商工費
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消防費
4.4%
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公債費
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（財源）

歳出
108億2300万円
（使い道）

歳出
108億2300万円
（使い道）

町が自分でまかなう
お金（自主財源）

69.5%

町が自分でまかなう
お金（自主財源）

69.5%

国や県からもらう
お金（依存財源）

30.5%

国や県からもらう
お金（依存財源）

30.5%
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議案質疑・議案に対する討論 本会議及び総務建設・文教福祉
各常任委員会での内容です

町民のみなさんからの税金が適正かつ有効に使われるのかを問いました

高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
1
日
乗
車
券
の

配
布
は
で
き
な
い
か
。

中
等
度
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聴
器
購
入
費
助
成
お
よ
び
中

等
度
難
聴
者
補
聴
器
購
入
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助
成
の
算
定
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拠
は
。
ま
た

診
断
す
る
医
師
は
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者

の
外
出
の
機
会
を
増
や
す
た

め
の
施
策
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券
は
、
想

定
よ
り
多
い
利
用
が
あ
る
と

い
う
認
識
で
あ
る
。
1
日
乗

車
券
配
布
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
促
進
に
対
す
る
予

算
。
補
助
金
利
用
者
数
は
。

ま
た
、
本
町
独
自
で
適
用
者

拡
大
の
考
え
は
。

令
和
5
年
度
は
2
7
4

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
令
和

6
年
度
2
月
末
現
在
で

1
2
0
件
の
実
績
で
あ
り
、

状
況
と
し
て
は
落
ち
着
い
て

い
る
。
令
和
7
年
度
は
、
令

和
5
年
度
の
実
績
を
も
と
に

2
5
0
件
を
想
定
し
、
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
補
助
適

用
者
は
、
県
の
補
助
制
度
に

合
わ
せ
、
負
傷
者
の
割
合
が

高
い
7
〜
18
歳
と
、
死
者
の

割
合
が
高
い
65
歳
以
上
と
し

て
お
り
、
こ
の
対
象
年
齢
に

対
し
集
中
的
に
補
助
を
行
う

た
め
、
町
独
自
で
適
用
年
齢

を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
10
基
の
新

た
な
リ
ー
ス
契
約
。
本
町
に

は
現
在
、
何
基
の
防
犯
カ
メ

ラ
が
あ
る
か
。

全
体
で
27
基
。
う
ち
リ

ー
ス
が
20
基
と
な
る
。

防
犯
対
策
補
助
金

1
0
0
万
円
の
内
容
は
。

こ
の
制
度
は
、
防
犯
に

有
効
な
対
策
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
、
か
か
っ

た
費
用
の
3
分
の
2
（
上
限

額
1
万
円
）
を
補
助
し
て
い

る
。

　
今
年
度
の
申
請
内
容
を
見

る
と
、
特
に
カ
メ
ラ
付
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
、
防
犯
カ
メ
ラ
、

さ
ら
に
特
殊
詐
欺
の
防
止
機

能
の
つ
い
た
電
話
機
が
目
立

っ
て
い
る
。

　
予
算
は
1
0
0
件
分
を
見

込
ん
で
、
令
和
7
年
度
は

1
0
0
万
円
と
い
っ
た
形
で

計
上
を
し
て
い
る
。

消
防
費
県
補
助
金
で
、

令
和
6
年
度
は
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
等
対
策
事
業
費
補

助
金
と
し
て
60
万
円
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
今
回
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
は
発
生
し
な
い

と
い
う
見
込
み
な
の
か
。

南
海
ト
ラ
フ
が
起
き
な

い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
新
年
度
は

県
補
助
金
に
対
応
す
る
物
が

な
い
た
め
で
あ
る
。
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
国
が
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
3
月

末
あ
た
り
に
は
公
表
さ
れ
る

た
め
、
そ
こ
を
注
視
し
今
後

対
応
を
し
た
い
。

予
算
10
万
円
に
つ
い
て

は
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
、
お
困
り
に

な
ら
れ
た
と
き
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て

お
く
た
め
に
、
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
費
の
自

動
車
改
造
助
成
事
業
費
の
予

算
計
上
の
必
要
性
は
。

身
体
障
害
者
手
帳
交
付

の
対
象
と
な
る
高
度
難
聴
者

が
補
装
具
と
し
て
購
入
で
き

る
制
度
の
算
定
基
準
を
参
考

に
上
限
額
を
算
出
し
た
。
障

が
い
者
へ
の
給
付
額
を
上
回

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
5
万

円
を
上
限
に
購
入
金
額
の
2

分
の
1
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
、
高
齢
者
は
35
人
分

1
7
5
万
円
、
障
が
い
者
は

10
人
分
50
万
円
を
計
上
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
医
師
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
第
15
条
に
規
定
す
る
都

道
府
県
知
事
が
定
め
る
医
師

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
意
見

書
を
書
け
る
医
師
）
と
し
て

い
る
。
町
内
に
限
ら
ず
、
か

か
り
つ
け
医
に
書
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
良
い
。
な
お
、
こ

の
事
業
は
、
補
聴
器
の
購
入

前
に
申
請
が
必
要
。

学
校
給
食
費
完
全
無
償

化
に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担

は
年
間
ど
の
く
ら
い
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

年
間
1
8
5
回
喫
食
し

た
場
合
で
は
、
児
童
は
4
万

9
9
5
0
円
、
生
徒
は
5
万

7
3
5
0
円
軽
減
さ
れ
る
。

給
食
の
1
食
単
価
は
。

1
食
単
価
は
小
学
校
が

2
7
0
円
、
中
学
校
は

3
1
0
円
で
あ
る
。

教
育
用
備
品
購
入
費
1

億
8
5
0
3
万
8
千
円
で
購

入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
2
5
5

1
台
の
更
新
計
画
は
。
ま
た
、

補
助
金
は
い
く
ら
か
。

夏
休
み
中
に
機
器
の
更

新
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
あ
る
機
器
は
、
デ
ー
タ
を

消
去
し
処
分
す
る
。

　
本
体
代
金
の
3
分
の
2
が

補
助
対
象
。
具
体
的
に
は
、

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
費

補
助
金
と
し
て
、
9
3
5
0

万
円
の
補
助
金
を
見
込
ん
で

い
る
。中

学
校
部
活
動
の
運
営

状
況
は
。
ま
た
本
町
の
方
向

性
は
。部

活
動
に
関
し
て
、
現

在
、
ウ
ィ
ル
大
口
か
ら
外
部

講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

先
生
方
の
負
担
軽
減
の
一
助

と
し
て
い
る
。
今
後
も
ウ
ィ

ル
大
口
と
の
関
係
を
深
め
、

部
活
動
の
存
続
と
先
生
方
の

働
き
方
改
革
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
園
未
満
児
対
象
の

オ
ム
ツ
と
お
し
り
ふ
き
無
償

提
供
。
対
象
未
満
児
数
は
。

未
満
児
1
5
0
人
分
で

予
算
は
月
3
千
円
で
計
算
し

て
い
る
。

家
庭
訪
問
型
子
育
て
支

援
は
令
和
7
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
で
、
20
世
帯
が
4
回

の
利
用
を
見
込
み
積
算
と
の

こ
と
だ
が
、
利
用
者
負
担
は

ど
う
か
。

利
用
者
負
担
は
な
し
で

考
え
て
い
る
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
棟
建
設

に
あ
た
り
、
西
児
童
ク
ラ
ブ

棟
建
設
を
踏
ま
え
、
改
善
す

る
点
は
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
棟
で
は
、

よ
り
多
様
な
過
ご
し
方
が
で

き
る
よ
う
な
仕
様
に
す
る
方

向
で
、
設
計
者
と
進
め
て
い

る
。

令
和
6
年
度
に
比
べ
、

日
常
管
理
の
予
算
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

園
内
の
草
刈
り
を
業
者

委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
そ
の
分
増
額
し
て
い
る
。

町
民
体
育
祭
を
は
じ
め

地
区
対
抗
競
技
で
、
チ
ー
ム

が
組
め
な
い
行
政
区
も
出
て

き
て
い
る
。
今
後
の
町
民
体

育
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
の
考

え
方
は
。

町
民
体
育
祭
実
行
委
員

会
で
多
く
の
人
に
楽
し
み
な

が
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
競

技
を
検
討
し
、
令
和
7
年
度

も
2
種
目
ほ
ど
地
区
対
抗
競

技
を
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て
い
き
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ

大
賞
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

励
み
に
し
て
い
る
チ
ー
ム
も

あ
る
の
で
、
継
続
し
て
い
く
。

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
に

あ
る
遊
具
は
、
天
然
素
材
を

使
用
し
て
い
る
た
め
腐
食
や

木
の
割
れ
が
み
ら
れ
る
。
今

後
の
設
置
遊
具
に
対
す
る
考

え
は
。
ま
た
、
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
プ
用
炊

事
場
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

遊
具
、
施
設
を
含
め

「
白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
」
全

体
で
今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

金
婚
表
彰
、
自
治
功
労

者
表
彰
、
一
般
表
彰
・
褒
賞

受
賞
者
そ
れ
ぞ
れ
対
象
人
数

は
。

金
婚
表
彰
は
30
組
分
、

自
治
功
労
7
名
分
、
一
般
表

彰
は
、
大
人
・
子
ど
も
合
わ

せ
30
名
分
を
予
定
し
て
い
る
。

北保育園園舎・園庭

地域の結束 町民体育祭

予
算
審
議
・
条
例
改
正

安全安心対策は大丈夫か

健康福祉サービスの充実は

学習環境を充実させるために

子育て支援施策を深掘り

地域のつながりとその環境整備は
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券
の
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高
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中

等
度
難
聴
者
補
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費

助
成
の
算
定
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拠
は
。
ま
た

診
断
す
る
医
師
は
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こ
の
事
業
は
、
高
齢
者

の
外
出
の
機
会
を
増
や
す
た

め
の
施
策
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券
は
、
想

定
よ
り
多
い
利
用
が
あ
る
と

い
う
認
識
で
あ
る
。
1
日
乗

車
券
配
布
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
促
進
に
対
す
る
予

算
。
補
助
金
利
用
者
数
は
。

ま
た
、
本
町
独
自
で
適
用
者

拡
大
の
考
え
は
。

令
和
5
年
度
は
2
7
4

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
令
和

6
年
度
2
月
末
現
在
で

1
2
0
件
の
実
績
で
あ
り
、

状
況
と
し
て
は
落
ち
着
い
て

い
る
。
令
和
7
年
度
は
、
令

和
5
年
度
の
実
績
を
も
と
に

2
5
0
件
を
想
定
し
、
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
補
助
適

用
者
は
、
県
の
補
助
制
度
に

合
わ
せ
、
負
傷
者
の
割
合
が

高
い
7
〜
18
歳
と
、
死
者
の

割
合
が
高
い
65
歳
以
上
と
し

て
お
り
、
こ
の
対
象
年
齢
に

対
し
集
中
的
に
補
助
を
行
う

た
め
、
町
独
自
で
適
用
年
齢

を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
10
基
の
新

た
な
リ
ー
ス
契
約
。
本
町
に

は
現
在
、
何
基
の
防
犯
カ
メ

ラ
が
あ
る
か
。

全
体
で
27
基
。
う
ち
リ

ー
ス
が
20
基
と
な
る
。

防
犯
対
策
補
助
金

1
0
0
万
円
の
内
容
は
。

こ
の
制
度
は
、
防
犯
に

有
効
な
対
策
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
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か
か
っ

た
費
用
の
3
分
の
2
（
上
限

額
1
万
円
）
を
補
助
し
て
い

る
。

　
今
年
度
の
申
請
内
容
を
見

る
と
、
特
に
カ
メ
ラ
付
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
、
防
犯
カ
メ
ラ
、

さ
ら
に
特
殊
詐
欺
の
防
止
機

能
の
つ
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た
電
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機
が
目
立
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る
。

　
予
算
は
1
0
0
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を
見
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で
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和
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度
は

1
0
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万
円
と
い
っ
た
形
で
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上
を
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る
。
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費
県
補
助
金
で
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令
和
6
年
度
は
南
海
ト
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フ

巨
大
地
震
等
対
策
事
業
費
補

助
金
と
し
て
60
万
円
計
上
さ

れ
て
い
た
が
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今
回
予
算
が
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上
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い
な
い
。
南
海

ト
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地
震
は
発
生
し
な
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と
い
う
見
込
み
な
の
か
。

南
海
ト
ラ
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が
起
き
な

い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
新
年
度
は

県
補
助
金
に
対
応
す
る
物
が

な
い
た
め
で
あ
る
。
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
国
が
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
3
月

末
あ
た
り
に
は
公
表
さ
れ
る

た
め
、
そ
こ
を
注
視
し
今
後

対
応
を
し
た
い
。

予
算
10
万
円
に
つ
い
て

は
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
、
お
困
り
に

な
ら
れ
た
と
き
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て

お
く
た
め
に
、
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
費
の
自

動
車
改
造
助
成
事
業
費
の
予

算
計
上
の
必
要
性
は
。

身
体
障
害
者
手
帳
交
付

の
対
象
と
な
る
高
度
難
聴
者

が
補
装
具
と
し
て
購
入
で
き

る
制
度
の
算
定
基
準
を
参
考

に
上
限
額
を
算
出
し
た
。
障

が
い
者
へ
の
給
付
額
を
上
回

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
5
万

円
を
上
限
に
購
入
金
額
の
2

分
の
1
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
、
高
齢
者
は
35
人
分

1
7
5
万
円
、
障
が
い
者
は

10
人
分
50
万
円
を
計
上
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
医
師
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
第
15
条
に
規
定
す
る
都

道
府
県
知
事
が
定
め
る
医
師

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
意
見

書
を
書
け
る
医
師
）
と
し
て

い
る
。
町
内
に
限
ら
ず
、
か

か
り
つ
け
医
に
書
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
良
い
。
な
お
、
こ

の
事
業
は
、
補
聴
器
の
購
入

前
に
申
請
が
必
要
。

学
校
給
食
費
完
全
無
償

化
に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担

は
年
間
ど
の
く
ら
い
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

年
間
1
8
5
回
喫
食
し

た
場
合
で
は
、
児
童
は
4
万

9
9
5
0
円
、
生
徒
は
5
万

7
3
5
0
円
軽
減
さ
れ
る
。

給
食
の
1
食
単
価
は
。

1
食
単
価
は
小
学
校
が

2
7
0
円
、
中
学
校
は

3
1
0
円
で
あ
る
。

教
育
用
備
品
購
入
費
1

億
8
5
0
3
万
8
千
円
で
購

入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
2
5
5

1
台
の
更
新
計
画
は
。
ま
た
、

補
助
金
は
い
く
ら
か
。

夏
休
み
中
に
機
器
の
更

新
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
あ
る
機
器
は
、
デ
ー
タ
を

消
去
し
処
分
す
る
。

　
本
体
代
金
の
3
分
の
2
が

補
助
対
象
。
具
体
的
に
は
、

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
費

補
助
金
と
し
て
、
9
3
5
0

万
円
の
補
助
金
を
見
込
ん
で

い
る
。中

学
校
部
活
動
の
運
営

状
況
は
。
ま
た
本
町
の
方
向

性
は
。部

活
動
に
関
し
て
、
現

在
、
ウ
ィ
ル
大
口
か
ら
外
部

講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

先
生
方
の
負
担
軽
減
の
一
助

と
し
て
い
る
。
今
後
も
ウ
ィ

ル
大
口
と
の
関
係
を
深
め
、

部
活
動
の
存
続
と
先
生
方
の

働
き
方
改
革
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
園
未
満
児
対
象
の

オ
ム
ツ
と
お
し
り
ふ
き
無
償

提
供
。
対
象
未
満
児
数
は
。

未
満
児
1
5
0
人
分
で

予
算
は
月
3
千
円
で
計
算
し

て
い
る
。

家
庭
訪
問
型
子
育
て
支

援
は
令
和
7
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
で
、
20
世
帯
が
4
回

の
利
用
を
見
込
み
積
算
と
の

こ
と
だ
が
、
利
用
者
負
担
は

ど
う
か
。

利
用
者
負
担
は
な
し
で

考
え
て
い
る
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
棟
建
設

に
あ
た
り
、
西
児
童
ク
ラ
ブ

棟
建
設
を
踏
ま
え
、
改
善
す

る
点
は
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
棟
で
は
、

よ
り
多
様
な
過
ご
し
方
が
で

き
る
よ
う
な
仕
様
に
す
る
方

向
で
、
設
計
者
と
進
め
て
い

る
。

令
和
6
年
度
に
比
べ
、

日
常
管
理
の
予
算
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

園
内
の
草
刈
り
を
業
者

委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
そ
の
分
増
額
し
て
い
る
。

町
民
体
育
祭
を
は
じ
め

地
区
対
抗
競
技
で
、
チ
ー
ム

が
組
め
な
い
行
政
区
も
出
て

き
て
い
る
。
今
後
の
町
民
体

育
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
の
考

え
方
は
。

町
民
体
育
祭
実
行
委
員

会
で
多
く
の
人
に
楽
し
み
な

が
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
競

技
を
検
討
し
、
令
和
7
年
度

も
2
種
目
ほ
ど
地
区
対
抗
競

技
を
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て
い
き
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ

大
賞
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

励
み
に
し
て
い
る
チ
ー
ム
も

あ
る
の
で
、
継
続
し
て
い
く
。

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
に

あ
る
遊
具
は
、
天
然
素
材
を

使
用
し
て
い
る
た
め
腐
食
や

木
の
割
れ
が
み
ら
れ
る
。
今

後
の
設
置
遊
具
に
対
す
る
考

え
は
。
ま
た
、
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
プ
用
炊

事
場
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

遊
具
、
施
設
を
含
め

「
白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
」
全

体
で
今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

金
婚
表
彰
、
自
治
功
労

者
表
彰
、
一
般
表
彰
・
褒
賞

受
賞
者
そ
れ
ぞ
れ
対
象
人
数

は
。

金
婚
表
彰
は
30
組
分
、

自
治
功
労
7
名
分
、
一
般
表

彰
は
、
大
人
・
子
ど
も
合
わ

せ
30
名
分
を
予
定
し
て
い
る
。

北保育園園舎・園庭

地域の結束 町民体育祭

予
算
審
議
・
条
例
改
正

安全安心対策は大丈夫か

健康福祉サービスの充実は

学習環境を充実させるために

子育て支援施策を深掘り

地域のつながりとその環境整備は

おおぐち議会だより　No.244
令和7年4月24日発行

おおぐち議会だより　No.244
令和7年4月24日発行

5 4



問□問□ 答□

問□答□問□

答□問□答□

答□ 問□

答□
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
役

場
を
中
心
に
遊
覧
船
、
薪
能
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
、
南
方
面

は
金
助
ま
つ
り
、
新
田
橋
以

北
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ

け
。
今
後
の
計
画
は
。

賑
わ
い
創
出
事
業
に
お

け
る
「
に
ぎ
わ
い
横
丁
」
。

令
和
7
年
に
向
け
て
の
改
善

点
は
。 北

地
域
の
方
面
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
現

在
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

総
合
的
な
判
断
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

町
道
秋
田
63
号
線
の
道

路
改
修
工
事
の
内
容
は
。

安
全
で
快
適
な
生
活
道

路
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
路
肩
の
両
側

に
「
矢
羽
根（
や
ば
ね
）」
と

い
う
自
転
車
通
行
帯
を
認
識

す
る
た
め
の
マ
ー
ク
を
配
置

し
て
、
自
転
車
通
学
路
と
し

て
の
安
全
を
確
保
す
る
。

花
見
橋
塗
装
に
3
8
0

万
円
の
計
上
。
花
見
橋
は
新

設
後
ま
だ
日
が
浅
い
と
思
う

が
、
何
年
が
経
過
し
て
い
る

か
。

令
和
5
年
の
架
橋
よ
り

2
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い

中
で
の
塗
装
と
な
る
が
、
木

が
若
い
う
ち
は
油
を
含
ん
で

お
り
、
塗
装
を
は
じ
い
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
塗
装
と
な
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
策
定
業
務
2
4
6
万
4

千
円
の
内
容
は
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
実
績
調
査
だ
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
ど
の

よ
う
か
。

令
和
7
年
度
に
入
り
次

第
、
業
者
選
定
の
手
続
き
を

進
め
、
6
月
に
は
発
注
す
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
。
調
査

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
町
内
全
域
の
企
業
を
対
象

に
、
従
業
員
数
、
車
輌
台
数
、

聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
把
握

す
る
。

維
持
管
理
費
に
関
し
て

は
、
令
和
8
年
度
か
ら
5
年

契
約
を
結
ぶ
予
定
で
お
り
、

保
守
点
検
お
よ
び
保
守
部
材

で
総
額
1
2
5
万
円
と
聞
い

て
い
る
。
な
お
、
コ
ン
テ
ン

ツ
作
成
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
広
報
担
当
が
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
間
は
本
町
の
P
R
を
し
て
、

国
や
県
の
P
R
ま
で
利
用
し

て
い
き
た
い
。
利
用
頻
度
に

よ
っ
て
は
民
間
企
業
等
の
広

告
も
ル
ー
ル
を
作
り
、
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

屋
外
用
L
E
D
サ
イ
ネ

ー
ジ
（
電
子
掲
示
板
）
設
置

工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持

管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
。

ま
た
、
表
示
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
ど
こ
で
作
成
す
る
の
か
。

さ
ら
に
、
今
後
の
利
用
で
広

告
料
収
入
等
は
考
え
て
い
る

の
か
。

町
内
の
飲
食
店
等
に
よ

る
店
頭
販
売
そ
の
他
を
検
討

中
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
選
定
に
つ
い
て
も
、

季
節
ご
と
の
テ
ー
マ
に
対
応

で
き
る
お
店
を
優
先
的
に
出

店
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
試

み
も
考
え
て
い
る
。

酒
井
　

一
平

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
税
率
は
、
で
き
る

限
り
被
保
険
者
の
方
々
の

負
担
増
に
配
慮
す
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
国
民
健

康
保
険
財
政
調
整
基
金
や

法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金

等
を
活
用
し
な
が
ら
毎
年

度
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
令
和

7
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
の
納
付
に

必
要
な
財
源
不
足
を
理
由

と
し
て
お
り
、
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
を
健
全

で
安
定
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
必
要
な
改
正
だ

と
認
め
ら
れ
る
。

賛 

成

討
論
討
論
（抜粋）（抜粋）

大
口
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
採
決
の
ポ
イ
ン
ト保

険
財
政
の

安
定
化
を
維
持

江
幡
満
世
志

　
本
改
正
案
は
、
法
定
外

繰
入
金
に
よ
る
軽
減
策
を

講
じ
る
こ
と
な
く
、
県
へ

の
納
付
金
額
か
ら
算
定
し

た
に
過
ぎ
な
い
内
容
で
あ

る
。
所
管
課
で
は
「
負
担

増
に
も
十
分
留
意
す
る
」

と
の
こ
と
だ
が
、
被
保
険

者
の
実
情
を
配
慮
し
て
い

る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

一
方
で
、
収
納
率
が
下
が

り
制
度
そ
の
も
の
を
見
直

す
方
向
に
な
れ
ば
、
と
い

う
考
え
方
も
一
理
あ
る
が
、

被
保
険
者
の
所
得
層
を
照

ら
せ
ば
、
猶
予
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
新
年
度
の
特
別
会
計
補

正
予
算
で
改
正
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
、
反
対
討
論
と

す
る
。

反 

対
保
険
制
度

そ
の
も
の
が
欠
陥

自転車走行指導帯

朱色が美しい「花見橋」

〇＝賛成　×＝反対　△＝退席
※議長は採決に加わらないため空欄

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大口町職員の給与に関する条例の一部改正について

大口町国民健康保険税条例の一部改正について 
（第2回定例会提出）

令和6年度大口町一般会計補正予算（第9号）

令和7年度大口町一般会計予算

令和7年度大口町国民健康保険特別会計予算

令和7年度大口町後期高齢者医療特別会計予算

令和7年度大口町介護保険特別会計予算

令和7年度大口町次世代育成事業特別会計予算

令和7年度大口町下水道事業会計予算

大口町国民健康保険税条例の一部改正について 
（第3回臨時会提出）

山
坡
　

卓
美

佐
名
か
よ
子

酒
井
　

一
平

宮
川
　

基
英

飯
田
　

正
志

社
本
　

與
七

松
本
　

佳
子

江
幡
満
世
志

丹
羽
　
　

勉

仙
田
　

王
一

藤
田
　

敏
英

鈴
木
　

和
江

江
口
　

昌
史

大
竹
　

伸
一

齊
木
　

一
三議案等

氏　名

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

結　果

主な執行部提出議案

1月臨時会
3月定例会
3月臨時会 議案などの 審 議 結 果 はこちら

○可決・採決した議案など

1月臨時会…執行部提出議案　7議案
条例改正（3件）、令和6年度一般会計補正予算（1件）、令和6年度特別会計補正予算（3件）

報告　1件

3月定例会…執行部提出議案　30議案
条例制定（1件）、条例の一部改正（10件）、令和6年度一般会計補正予算（2件）、
令和6年度特別会計補正予算（4件）、令和6年度事業会計補正予算（1件）
令和7年度一般会計予算（1件）、令和7年度特別会計予算（6件）、令和7年度事業会計予算（1件）
工事の請負契約の変更（1件）、工事の請負契約（1件）、道路線の廃止（1件）、
指定管理者の指定（1件）、

委員会提出議案　1議案
報告　2件
陳情　2件

3月臨時会…執行部提出議案　2議案
条例の一部改正（1件）、令和6年度一般会計補正予算（1件）
報告　1件

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締

切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出

期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役
場
3

階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
　

環境対策・工事の状況は

賑わい創出と魅力発信は

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

〃

令和8年

5月15日

8月15日

11月14日

2月13日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会
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問□問□ 答□

問□答□問□

答□問□答□

答□ 問□

答□
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
役

場
を
中
心
に
遊
覧
船
、
薪
能
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
、
南
方
面

は
金
助
ま
つ
り
、
新
田
橋
以

北
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ

け
。
今
後
の
計
画
は
。

賑
わ
い
創
出
事
業
に
お

け
る
「
に
ぎ
わ
い
横
丁
」
。

令
和
7
年
に
向
け
て
の
改
善

点
は
。 北

地
域
の
方
面
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
現

在
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

総
合
的
な
判
断
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

町
道
秋
田
63
号
線
の
道

路
改
修
工
事
の
内
容
は
。

安
全
で
快
適
な
生
活
道

路
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
路
肩
の
両
側

に
「
矢
羽
根（
や
ば
ね
）」
と

い
う
自
転
車
通
行
帯
を
認
識

す
る
た
め
の
マ
ー
ク
を
配
置

し
て
、
自
転
車
通
学
路
と
し

て
の
安
全
を
確
保
す
る
。

花
見
橋
塗
装
に
3
8
0

万
円
の
計
上
。
花
見
橋
は
新

設
後
ま
だ
日
が
浅
い
と
思
う

が
、
何
年
が
経
過
し
て
い
る

か
。

令
和
5
年
の
架
橋
よ
り

2
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い

中
で
の
塗
装
と
な
る
が
、
木

が
若
い
う
ち
は
油
を
含
ん
で

お
り
、
塗
装
を
は
じ
い
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
塗
装
と
な
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
策
定
業
務
2
4
6
万
4

千
円
の
内
容
は
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
実
績
調
査
だ
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
ど
の

よ
う
か
。

令
和
7
年
度
に
入
り
次

第
、
業
者
選
定
の
手
続
き
を

進
め
、
6
月
に
は
発
注
す
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
。
調
査

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
町
内
全
域
の
企
業
を
対
象

に
、
従
業
員
数
、
車
輌
台
数
、

聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
把
握

す
る
。

維
持
管
理
費
に
関
し
て

は
、
令
和
8
年
度
か
ら
5
年

契
約
を
結
ぶ
予
定
で
お
り
、

保
守
点
検
お
よ
び
保
守
部
材

で
総
額
1
2
5
万
円
と
聞
い

て
い
る
。
な
お
、
コ
ン
テ
ン

ツ
作
成
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
広
報
担
当
が
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
間
は
本
町
の
P
R
を
し
て
、

国
や
県
の
P
R
ま
で
利
用
し

て
い
き
た
い
。
利
用
頻
度
に

よ
っ
て
は
民
間
企
業
等
の
広

告
も
ル
ー
ル
を
作
り
、
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

屋
外
用
L
E
D
サ
イ
ネ

ー
ジ
（
電
子
掲
示
板
）
設
置

工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持

管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
。

ま
た
、
表
示
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
ど
こ
で
作
成
す
る
の
か
。

さ
ら
に
、
今
後
の
利
用
で
広

告
料
収
入
等
は
考
え
て
い
る

の
か
。

町
内
の
飲
食
店
等
に
よ

る
店
頭
販
売
そ
の
他
を
検
討

中
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
選
定
に
つ
い
て
も
、

季
節
ご
と
の
テ
ー
マ
に
対
応

で
き
る
お
店
を
優
先
的
に
出

店
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
試

み
も
考
え
て
い
る
。

酒
井
　

一
平

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
税
率
は
、
で
き
る

限
り
被
保
険
者
の
方
々
の

負
担
増
に
配
慮
す
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
国
民
健

康
保
険
財
政
調
整
基
金
や

法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金

等
を
活
用
し
な
が
ら
毎
年

度
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
令
和

7
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
の
納
付
に

必
要
な
財
源
不
足
を
理
由

と
し
て
お
り
、
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
を
健
全

で
安
定
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
必
要
な
改
正
だ

と
認
め
ら
れ
る
。

賛 

成

討
論
討
論
（抜粋）（抜粋）

大
口
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
採
決
の
ポ
イ
ン
ト保

険
財
政
の

安
定
化
を
維
持

江
幡
満
世
志

　
本
改
正
案
は
、
法
定
外

繰
入
金
に
よ
る
軽
減
策
を

講
じ
る
こ
と
な
く
、
県
へ

の
納
付
金
額
か
ら
算
定
し

た
に
過
ぎ
な
い
内
容
で
あ

る
。
所
管
課
で
は
「
負
担

増
に
も
十
分
留
意
す
る
」

と
の
こ
と
だ
が
、
被
保
険

者
の
実
情
を
配
慮
し
て
い

る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

一
方
で
、
収
納
率
が
下
が

り
制
度
そ
の
も
の
を
見
直

す
方
向
に
な
れ
ば
、
と
い

う
考
え
方
も
一
理
あ
る
が
、

被
保
険
者
の
所
得
層
を
照

ら
せ
ば
、
猶
予
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
新
年
度
の
特
別
会
計
補

正
予
算
で
改
正
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
、
反
対
討
論
と

す
る
。

反 

対
保
険
制
度

そ
の
も
の
が
欠
陥

自転車走行指導帯

朱色が美しい「花見橋」

〇＝賛成　×＝反対　△＝退席
※議長は採決に加わらないため空欄

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大口町職員の給与に関する条例の一部改正について

大口町国民健康保険税条例の一部改正について 
（第2回定例会提出）

令和6年度大口町一般会計補正予算（第9号）

令和7年度大口町一般会計予算

令和7年度大口町国民健康保険特別会計予算

令和7年度大口町後期高齢者医療特別会計予算

令和7年度大口町介護保険特別会計予算

令和7年度大口町次世代育成事業特別会計予算

令和7年度大口町下水道事業会計予算

大口町国民健康保険税条例の一部改正について 
（第3回臨時会提出）

山
坡
　

卓
美

佐
名
か
よ
子

酒
井
　

一
平

宮
川
　

基
英

飯
田
　

正
志

社
本
　

與
七

松
本
　

佳
子

江
幡
満
世
志

丹
羽
　
　

勉

仙
田
　

王
一

藤
田
　

敏
英

鈴
木
　

和
江

江
口
　

昌
史

大
竹
　

伸
一

齊
木
　

一
三議案等

氏　名

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

結　果

主な執行部提出議案

1月臨時会
3月定例会
3月臨時会 議案などの 審 議 結 果 はこちら

○可決・採決した議案など

1月臨時会…執行部提出議案　7議案
条例改正（3件）、令和6年度一般会計補正予算（1件）、令和6年度特別会計補正予算（3件）

報告　1件

3月定例会…執行部提出議案　30議案
条例制定（1件）、条例の一部改正（10件）、令和6年度一般会計補正予算（2件）、
令和6年度特別会計補正予算（4件）、令和6年度事業会計補正予算（1件）
令和7年度一般会計予算（1件）、令和7年度特別会計予算（6件）、令和7年度事業会計予算（1件）
工事の請負契約の変更（1件）、工事の請負契約（1件）、道路線の廃止（1件）、
指定管理者の指定（1件）、

委員会提出議案　1議案
報告　2件
陳情　2件

3月臨時会…執行部提出議案　2議案
条例の一部改正（1件）、令和6年度一般会計補正予算（1件）
報告　1件

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締

切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出

期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役
場
3

階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
　

環境対策・工事の状況は

賑わい創出と魅力発信は

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

〃

令和8年

5月15日

8月15日

11月14日

2月13日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会
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令和7年4月24日発行
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仙
田

仙
田

仙
田

佐
名

佐
名

佐
名

佐
名

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木 一

般
質
問 10議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

除
草
・
剪
定
作
業
の
現
状
は

仙田王一
せん だ きみかず

議員

現
状
と
問
題
点
、そ
の
改
善
策
は

現
状
と
問
題
点
、そ
の
改
善
策
は

部
長 

雑
草
の
根
付
き
抑
制
を
行
う

部
長 

雑
草
の
根
付
き
抑
制
を
行
う

維
持
管
理
課
等
で

管
理
・
対
応
し
て
い
る
場
所

と
そ
の
内
容
、
委
託
先
は
。

建
設
部
長
　
公
園
の
樹
木
の

剪
定
伐
採
に
つ
い
て
は
、
町

内
造
園
業
者
、
除
草
や
ト
イ

レ
清
掃
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
委
託
。
用
排
水
路
に

つ
い
て
は
、
維
持
管
理
課
所

属
の
職
員
、
町
道
の
路
肩
に

つ
い
て
は
、
職
員
と
委
託
の

造
園
業
者
が
除
草
、
街
路
樹

の
剪
定
伐
採
は
、
委
託
の
造

園
業
者
に
て
行
っ
て
い
る
。

　
五
条
川
な
ど
の
河
川
の
法

面
は
、
町
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
リ
バ
ー
事
業
」
と
し
て
愛

知
県
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
委
託
し
て
い
る
。

維
持
管
理
作
業
で

の
問
題
点
は
。

建
設
部
長
　
用
排
水
路
の
除

草
作
業
が
多
く
、
除
草
時
の

飛
石
事
故
、
ま
た
委
託
先
も

含
め
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
夏
場
に
日
中
作
業
が
出
来

ず
、
日
中
作
業
の
変
更
に
よ

り
、
除
草
要
望
へ
の
早
急
な

対
応
が
困
難
な
こ
と
や
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
高

齢
化
に
よ
る
団
体
活
動
の
先

行
き
へ
の
不
安
が
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
周
知
を

社
協
組
織
の
仕
事
は

社
協
組
織
の
仕
事
は

部
長 

制
度
の
手
の
届
か
な
い
方
へ
の
お
手
伝
い

部
長 

制
度
の
手
の
届
か
な
い
方
へ
の
お
手
伝
い

横
断
旗
の
整
備
・
管
理
体
制
の
改
善
を

不
十
分
だ
っ
た
今
後
の
管
理
体
制
は

不
十
分
だ
っ
た
今
後
の
管
理
体
制
は

部
長
 
毎
年
4
月
前
に
は
一
斉
点
検
を

部
長
 
毎
年
4
月
前
に
は
一
斉
点
検
を

佐名かよ子
さ な こ

議員

鈴木和江
すず き かず え

議員

横
断
旗
は
、
横
断

中
で
あ
る
合
図
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
目
で
見
て
確
認
し
や
す
く

な
る
よ
う
利
用
さ
れ
て
い
る
。

交
差
点
や
横
断
歩
道
で
使
用

さ
れ
て
い
る
横
断
旗
の
整
備
・

管
理
体
制
は
現
在
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
町
民
安
全

課
で
管
理
し
て
い
る
。
当
時

は
、
交
通
安
全
協
会
等
か
ら

配
布
さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
、

設
置
さ
れ
た
と
考
え
る
。

設
置
基
準
と
何
個

所
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
通
学
路
は
何

個
所
か
。

地
域
協
働
部
長
　
通
学
路
を

中
心
に
、
住
民
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
増
設
し
て
い
る
。

19
個
所
の
う
ち
17
個
所
が
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
。

横
断
旗
・
旗
入
れ
が
、

劣
化
し
た
状
態
で
放
置
さ
れ
、

あ
る
は
ず
の
横
断
旗
が
な
く

な
っ
た
り
、
破
片
が
粉
々
に

な
っ
て
道
路
に
散
ら
ば
っ
て

い
た
り
と
、
巡
回
し
て
点
検

や
交
換
、
撤
去
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
安
全
を
守
る
た
め

の
管
理
体
制
は
。

地
域
協
働
部
長
　
令
和
4
年

4
月
前
後
に
、
点
検
等
を
行

っ
た
が
、
そ
の
後
管
理
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
早
急
に

対
応
し
た
。
今
後
は
新
学
期

が
始
ま
る
毎
年
4
月
前
に
は
、

一
斉
点
検
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
図
り
た
い
。

横
断
旗
の
柄
の
部
分
、

旗
入
れ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

と
聞
い
て
い
る
。
軽
く
て
使

い
や
す
い
が
、
屋
外
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
壊
れ
る
の

も
早
い
と
考
え
る
。
今
後
は

環
境
に
配
慮
し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
以
外
の
も
の
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

地
域
協
働
部
長
　
傷
ん
だ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
を
、

耐
久
性
の
高
い
ス
チ
ー
ル
製

に
取
り
替
え
た
。
状
況
に
よ

り
、
耐
久
性
の
高
い
も
の
に

更
新
を
予
定
。

行
政
の
福
祉
の
仕

事
と
社
協
の
仕
事
の
大
き
な

違
い
は
何
か
、
こ
の
二
つ
の

組
織
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
行
政
の
制

度
だ
け
で
は
日
常
生
活
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
社
協
の
業
務
と
し

て
食
料
や
生
活
資
金
の
貸
し

付
け
、
障
害
の
あ
る
方
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
見
守
り
や
金
銭
の

管
理
改
善
の
提
案
等
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
。
行
政
と

社
協
は
、
常
に
連
携
を
し
て

い
る
。

社
協
の
存
在
や
活

動
が
十
分
認
知
・
認
識
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

活
動
や
役
割
を
も
っ
と
理
解

し
て
も
ら
う
必
要
性
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
や
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
協
力
体
制
を
取
っ

て
い
る
。
「
社
協
だ
よ
り
」

等
の
発
行
を
は
じ
め
社
協
の

主
催
事
業
に
お
い
て
は
、
改

め
て
活
動
や
役
割
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

今
後
、
社
協
が
地

域
の
社
会
福
祉
活
動
を
解
決

す
る
た
め
に
重
点
的
に
取
り

組
む
分
野
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
社
協
の
運

営
は
皆
さ
ん
の
会
費
や
寄
付

で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
近

年
こ
う
し
た
自
主
財
源
の
確

保
が
激
し
い
状
況
。
町
と
共

に
地
域
福
祉
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
社
協
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
地
域
課
題
に
広

く
対
応
で
き
る
組
織
。
町
と

し
て
も
社
協
の
安
定
し
た
運

営
を
継
続
す
る
た
め
に
意
見

交
換
の
場
を
通
じ
、
共
に
研

鑽
し
、
連
携
し
て
地
域
課
題

に
取
り
組
む
体
制
強
化
に
努

め
る
。

社
協
職
員
の
国
家

資
格
者
、
社
会
福
祉
系
資
格

者
は
何
人
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
職
員
は
28

名
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉

士
等
の
国
家
資
格
者
が
25
名
。

そ
の
他
ヘ
ル
パ
ー
2
級
や
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
福
祉
関

係
の
何
ら
か
の
資
格
を
有
し

て
い
る
人
が
31
人
。
（
資
格

保
有
者
重
複
あ
り
）

ページ質問事項

8

9

10

11

12

13

現状の除草・剪定作業など維持管理の状況と問題点、将来について

1.社会福祉協議会について　2.大口町消防団について

1.横断旗の管理について　2.がん患者へのアピアランス支援の拡充について
3.乳幼児健診の拡充について　4.高齢者の肺炎予防について

余野区、五差路付近の大雨や集中豪雨の浸水対策について

1.本町企業来訪者数について　2.空き家対策について　
3.姉妹都市松江市との交流について

1.公園整備について　2.平常時の防災への取り組みと避難所運営について

「流域治水」本町の取り組みは

公契約の状況について

1.後期高齢者医療保険料減免制度の実施を　2.高すぎる国保税を値下げせよ
 3.高額医療費の限度額改定はやめよ　4.温水プールの活用を推進せよ

下水道について

仙田　王一　

鈴木　和江　

佐名　かよ子

齊木　一三　

飯田　正志　

松本　佳子　

宮川　基英　

山坡　卓美　

江幡　満世志

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R7.3定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

問
題
点
に
対
す
る

取
組
と
検
討
は
。

建
設
部
長
　
用
排
水
路
の
改

修
時
や
転
落
防
止
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
の
設
置
時
に
法
面
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
実
施

と
、
町
道
の
路
肩
の
ス
イ
ー

パ
ー
に
よ
る
清
掃
に
よ
り
、

雑
草
の
根
付
き
を
抑
制
が
期

待
で
き
る
。
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仙
田

仙
田

仙
田

佐
名

佐
名

佐
名

佐
名

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木 一

般
質
問 10議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

除
草
・
剪
定
作
業
の
現
状
は

仙田王一
せん だ きみかず

議員

現
状
と
問
題
点
、そ
の
改
善
策
は

現
状
と
問
題
点
、そ
の
改
善
策
は

部
長 

雑
草
の
根
付
き
抑
制
を
行
う

部
長 

雑
草
の
根
付
き
抑
制
を
行
う

維
持
管
理
課
等
で

管
理
・
対
応
し
て
い
る
場
所

と
そ
の
内
容
、
委
託
先
は
。

建
設
部
長
　
公
園
の
樹
木
の

剪
定
伐
採
に
つ
い
て
は
、
町

内
造
園
業
者
、
除
草
や
ト
イ

レ
清
掃
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
委
託
。
用
排
水
路
に

つ
い
て
は
、
維
持
管
理
課
所

属
の
職
員
、
町
道
の
路
肩
に

つ
い
て
は
、
職
員
と
委
託
の

造
園
業
者
が
除
草
、
街
路
樹

の
剪
定
伐
採
は
、
委
託
の
造

園
業
者
に
て
行
っ
て
い
る
。

　
五
条
川
な
ど
の
河
川
の
法

面
は
、
町
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
リ
バ
ー
事
業
」
と
し
て
愛

知
県
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
委
託
し
て
い
る
。

維
持
管
理
作
業
で

の
問
題
点
は
。

建
設
部
長
　
用
排
水
路
の
除

草
作
業
が
多
く
、
除
草
時
の

飛
石
事
故
、
ま
た
委
託
先
も

含
め
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
夏
場
に
日
中
作
業
が
出
来

ず
、
日
中
作
業
の
変
更
に
よ

り
、
除
草
要
望
へ
の
早
急
な

対
応
が
困
難
な
こ
と
や
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
高

齢
化
に
よ
る
団
体
活
動
の
先

行
き
へ
の
不
安
が
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
周
知
を

社
協
組
織
の
仕
事
は

社
協
組
織
の
仕
事
は

部
長 

制
度
の
手
の
届
か
な
い
方
へ
の
お
手
伝
い

部
長 

制
度
の
手
の
届
か
な
い
方
へ
の
お
手
伝
い

横
断
旗
の
整
備
・
管
理
体
制
の
改
善
を

不
十
分
だ
っ
た
今
後
の
管
理
体
制
は

不
十
分
だ
っ
た
今
後
の
管
理
体
制
は

部
長
 
毎
年
4
月
前
に
は
一
斉
点
検
を

部
長
 
毎
年
4
月
前
に
は
一
斉
点
検
を

佐名かよ子
さ な こ

議員

鈴木和江
すず き かず え

議員

横
断
旗
は
、
横
断

中
で
あ
る
合
図
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
目
で
見
て
確
認
し
や
す
く

な
る
よ
う
利
用
さ
れ
て
い
る
。

交
差
点
や
横
断
歩
道
で
使
用

さ
れ
て
い
る
横
断
旗
の
整
備
・

管
理
体
制
は
現
在
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
町
民
安
全

課
で
管
理
し
て
い
る
。
当
時

は
、
交
通
安
全
協
会
等
か
ら

配
布
さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
、

設
置
さ
れ
た
と
考
え
る
。

設
置
基
準
と
何
個

所
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
通
学
路
は
何

個
所
か
。

地
域
協
働
部
長
　
通
学
路
を

中
心
に
、
住
民
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
増
設
し
て
い
る
。

19
個
所
の
う
ち
17
個
所
が
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
。

横
断
旗
・
旗
入
れ
が
、

劣
化
し
た
状
態
で
放
置
さ
れ
、

あ
る
は
ず
の
横
断
旗
が
な
く

な
っ
た
り
、
破
片
が
粉
々
に

な
っ
て
道
路
に
散
ら
ば
っ
て

い
た
り
と
、
巡
回
し
て
点
検

や
交
換
、
撤
去
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
安
全
を
守
る
た
め

の
管
理
体
制
は
。

地
域
協
働
部
長
　
令
和
4
年

4
月
前
後
に
、
点
検
等
を
行

っ
た
が
、
そ
の
後
管
理
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
早
急
に

対
応
し
た
。
今
後
は
新
学
期

が
始
ま
る
毎
年
4
月
前
に
は
、

一
斉
点
検
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
図
り
た
い
。

横
断
旗
の
柄
の
部
分
、

旗
入
れ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

と
聞
い
て
い
る
。
軽
く
て
使

い
や
す
い
が
、
屋
外
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
壊
れ
る
の

も
早
い
と
考
え
る
。
今
後
は

環
境
に
配
慮
し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
以
外
の
も
の
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

地
域
協
働
部
長
　
傷
ん
だ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
を
、

耐
久
性
の
高
い
ス
チ
ー
ル
製

に
取
り
替
え
た
。
状
況
に
よ

り
、
耐
久
性
の
高
い
も
の
に

更
新
を
予
定
。

行
政
の
福
祉
の
仕

事
と
社
協
の
仕
事
の
大
き
な

違
い
は
何
か
、
こ
の
二
つ
の

組
織
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
行
政
の
制

度
だ
け
で
は
日
常
生
活
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
社
協
の
業
務
と
し

て
食
料
や
生
活
資
金
の
貸
し

付
け
、
障
害
の
あ
る
方
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
見
守
り
や
金
銭
の

管
理
改
善
の
提
案
等
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
。
行
政
と

社
協
は
、
常
に
連
携
を
し
て

い
る
。

社
協
の
存
在
や
活

動
が
十
分
認
知
・
認
識
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

活
動
や
役
割
を
も
っ
と
理
解

し
て
も
ら
う
必
要
性
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
や
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
協
力
体
制
を
取
っ

て
い
る
。
「
社
協
だ
よ
り
」

等
の
発
行
を
は
じ
め
社
協
の

主
催
事
業
に
お
い
て
は
、
改

め
て
活
動
や
役
割
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

今
後
、
社
協
が
地

域
の
社
会
福
祉
活
動
を
解
決

す
る
た
め
に
重
点
的
に
取
り

組
む
分
野
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
社
協
の
運

営
は
皆
さ
ん
の
会
費
や
寄
付

で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
近

年
こ
う
し
た
自
主
財
源
の
確

保
が
激
し
い
状
況
。
町
と
共

に
地
域
福
祉
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
社
協
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
地
域
課
題
に
広

く
対
応
で
き
る
組
織
。
町
と

し
て
も
社
協
の
安
定
し
た
運

営
を
継
続
す
る
た
め
に
意
見

交
換
の
場
を
通
じ
、
共
に
研

鑽
し
、
連
携
し
て
地
域
課
題

に
取
り
組
む
体
制
強
化
に
努

め
る
。

社
協
職
員
の
国
家

資
格
者
、
社
会
福
祉
系
資
格

者
は
何
人
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
職
員
は
28

名
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉

士
等
の
国
家
資
格
者
が
25
名
。

そ
の
他
ヘ
ル
パ
ー
2
級
や
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
福
祉
関

係
の
何
ら
か
の
資
格
を
有
し

て
い
る
人
が
31
人
。
（
資
格

保
有
者
重
複
あ
り
）

ページ質問事項

8

9

10

11

12

13

現状の除草・剪定作業など維持管理の状況と問題点、将来について

1.社会福祉協議会について　2.大口町消防団について

1.横断旗の管理について　2.がん患者へのアピアランス支援の拡充について
3.乳幼児健診の拡充について　4.高齢者の肺炎予防について

余野区、五差路付近の大雨や集中豪雨の浸水対策について

1.本町企業来訪者数について　2.空き家対策について　
3.姉妹都市松江市との交流について

1.公園整備について　2.平常時の防災への取り組みと避難所運営について

「流域治水」本町の取り組みは

公契約の状況について

1.後期高齢者医療保険料減免制度の実施を　2.高すぎる国保税を値下げせよ
 3.高額医療費の限度額改定はやめよ　4.温水プールの活用を推進せよ

下水道について

仙田　王一　

鈴木　和江　

佐名　かよ子

齊木　一三　

飯田　正志　

松本　佳子　

宮川　基英　

山坡　卓美　

江幡　満世志

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R7.3定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

問
題
点
に
対
す
る

取
組
と
検
討
は
。

建
設
部
長
　
用
排
水
路
の
改

修
時
や
転
落
防
止
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
の
設
置
時
に
法
面
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
実
施

と
、
町
道
の
路
肩
の
ス
イ
ー

パ
ー
に
よ
る
清
掃
に
よ
り
、

雑
草
の
根
付
き
を
抑
制
が
期

待
で
き
る
。
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飯
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木

齊
木

宮
川

宮
川

松
本

松
本

松
本

飯
田

飯
田

飯
田

一
般
質
問

一
般
質
問本

町
企
業
の
来
訪
者
の
受
け
皿
を

企
業
滞
在
者
が
増
え
た
際
の
対
応
は

企
業
滞
在
者
が
増
え
た
際
の
対
応
は

部
長 

町
内
企
業
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
考
え
る

部
長 

町
内
企
業
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
考
え
る

飯田正志
いい だ まさ し

議員

本
町
に
は
主
要
企

業
が
多
く
あ
り
1
日
約
2
万

7
千
人
が
町
内
企
業
へ
勤
務

に
来
町
す
る
が
各
企
業
の
来

客
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
来
客
数

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
い
く
つ
か
の
企
業
に

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
商
品

を
売
り
込
み
に
行
く
側
で
あ

る
た
め
、
町
外
へ
訪
問
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
の
こ
と
。

一
方
、
町
内
企
業
で
技
術
を

学
ぶ
研
修
者
の
来
訪
も
多
い

と
の
こ
と
。

犬
山
市
で
は
2
0

2
5
年
12
月
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
が
開
業
予
定
。
本
町
も

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
が

あ
る
と
思
う
が
、
ホ
テ
ル
誘

致
で
コ
ラ
ボ
し
て
、
本
町
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
は
ど

う
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
室
を
空
き
時

間
に
貸
し
出
す
こ
と
な
ど
、

施
設
活
用
の
可
能
性
を
探
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　

余
野
区
五
差
路
付
近
の
浸
水
対
策
を

今
後
の
方
針
は

今
後
の
方
針
は

部
長 

令
和
7
年
度
予
算
で
調
査
を
進
め
る

部
長 

令
和
7
年
度
予
算
で
調
査
を
進
め
る

齊木一三
さい き いち ぞう

議員

昭
和
用
排
水
路
は

整
備
さ
れ
て
か
ら
約
50
年
経

過
し
て
い
る
。
余
野
地
区
は

市
街
化
区
域
で
も
あ
り
、
宅

地
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
が

取
ら
れ
て
き
た
か
。

建
設
部
長
　
余
野
地
区
だ
け

で
な
く
、
上
流
の
扶
桑
町
含

め
て
都
市
化
進
展
に
よ
り
、

余
野
区
五
差
路
へ
の
流
量
が

増
え
て
き
た
た
め
、
丹
羽
消

防
署
北
側
に
分
水
ゲ
ー
ト
を

設
け
、
五
条
川
六
部
橋
ま
で

の
バ
イ
パ
ス
管
を
整
備
し
た

他
、
余
野
区
五
差
路
下
流
の

昭
和
用
排
水
路
は
、
開
水
路

で
あ
っ
た
も
の
を
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
化
し
、
道
路
冠

水
対
策
を
行
い
、
さ
ら
に
余

野
1
号
緑
地
の
地
下
に
は
調

整
池
を
設
け
た
。

余
野
区
五
差
路
冠

水
対
策
と
し
て
更
な
る
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

建
設
部
長
　
昭
和
用
排
水
路

が
用
水
路
と
排
水
路
に
機
能

分
離
さ
れ
た
と
は
い
え
、
排

水
機
能
が
格
段
に
上
が
っ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
令
和

7
年
度
予
算
で
、
余
野
区
五

差
路
周
辺
の
排
水
流
域
調
査

を
行
っ
た
う
え
で
、
現
在
の

排
水
断
面
確
認
と
必
要
な
断

面
の
検
討
を
行
い
、
上
流
部

の
未
改
修
部
や
県
道
へ
流
入

す
る
排
水
区
域
の
排
水
を
、

隣
接
す
る
排
水
区
域
に
変
え

て
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
か
の
調
査
を
踏
ま
え
、

改
修
を
含
め
た
対
応
を
検
討

す
る
。

「
流
域
治
水
」

本
町
が
担
う
役
割
は

本
町
が
担
う
役
割
は

部
長 

河
川
へ
の
雨
水
放
流
を
抑
制

部
長 

河
川
へ
の
雨
水
放
流
を
抑
制

宮川基英
みやがわ もとひで

議員

流
域
治
水
と
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
の
水
害

対
策
か
。
ま
た
、
本
町
が
担

う
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

建
設
部
長
　
流
域
治
水
と
は
、

集
水
域
か
ら
氾
濫
域
に
わ
た

る
ま
で
の
上
流
・
下
流
や
本

川
・
支
川
の
流
域
全
体
を
俯

瞰
し
、
国
・
流
域
自
治
体
・

企
業
・
住
民
等
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
協
働
し
て
水
害
対
策

を
行
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
上
流
域
に
属
す
る
本
町
に

お
い
て
は
、
下
流
域
の
市
町

の
洪
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
、
調
整
池
等
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
に

放
流
す
る
雨
水
を
抑
制
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
内
に
お
け
る

水
害
発
生
時
に
備
え
る
対
策

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
丹
羽
消
防

署
に
お
い
て
、
時
間
雨
量
20

㎜
並
び
風
速
15
m/s
以
上
を
感

知
し
た
時
に
は
、
町
民
安
全

課
に
連
絡
が
入
り
、
維
持
管

理
課
と
情
報
を
共
有
す
る
と

共
に
、
気
象
情
報
を
注
視
し

な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
登

庁
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
台
風
な
ど
事
前
対

応
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
内
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
て
最
新
情
報
を
共
有
し
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
自
主
避

難
所
の
開
設
な
ど
の
判
断
を

行
っ
て
い
る
。

災
害
時
、本
町
の
避
難
所
は

女
性
の
視
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か

女
性
の
視
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か

部
長 

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
し
て
い
る

部
長 

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
し
て
い
る

松本佳子
まつ もとけい こ

議員

本
町
が
想
定
す
る

避
難
所
は
、
ト
イ
レ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
大
災
害
の
避
難

所
で
の
課
題
や
教
訓
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
女
性
の
視
点

で
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
避
難
生
活

を
送
る
上
で
、
女
性
特
有
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

の
意
見
交
換
の
中
で
女
性
の

意
見
も
参
考
に
し
て
き
た
。

女
性
や
乳
幼
児
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
よ
う
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
に
し
て
い
る
。

夜
中
、
み
ん
な
が

眠
っ
て
い
る
と
き
、
真
っ
暗

で
、
屋
外
に
あ
る
ト
イ
レ
に

ひ
と
り
で
安
心
し
て
行
け
る

の
か
。

地
域
協
働
部
長
　
避
難
所
と

な
る
建
物
内
の
ト
イ
レ
を
、

ル
ー
ル
を
決
め
た
上
で
優
先

し
て
使
用
し
、
足
り
な
け
れ

ば
、
建
物
外
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
を
使

用
す
る
と
い
っ
た
形
に
な
る

が
「
安
心
し
て
使
え
ま
す
」

と
は
、
は
っ
き
り
言
い
切
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
発

電
機
等
で
の
明
か
り
の
確
保
、

高
齢
者
や
女
性
、
子
ど
も
に

は
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
を
検

討
す
る
。

女
性
の
視
点
だ
け

で
は
な
く
、
同
じ
女
性
で
も

若
い
世
代
と
年
配
の
世
代
で

は
視
点
が
違
う
。
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
世
帯
で
も
違
う
。
若

い
世
代
向
け
、
要
支
援
者
が

い
る
ご
家
庭
、
単
身
世
帯
、

そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
合
わ
せ

た
防
災
に
つ
い
て
の
広
報
の

仕
方
が
必
要
か
と
思
う
が
ど

う
か
。

地
域
協
働
部
長
　
昨
今
の
災

害
時
で
の
最
優
先
事
項
と
し

て
は
「
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
」

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

重
点
的
に
啓
発
し
て
い
く
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
災
害
を

「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

分
事
」
と
気
づ
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

令和4年7月豪雨発生時の様子簡易トイレ

来
訪
者
の
滞
在
時

間
及
び
滞
在
日
数
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
研
修
の

場
合
は
2
週
間
か
ら
1
カ
月

程
度
と
の
こ
と
。

本
町
企
業
へ
の
滞

在
者
が
増
え
た
場
合
、
何
か

対
応
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
町
内
企

業
か
ら
は
宿
泊
先
の
確
保
に

は
困
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
今
後
、
町
内

企
業
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
考

え
た
い
。

滞
在
し
た
場
合
の

宿
泊
先
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
名
古
屋

市
内
や
近
隣
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
に
宿
泊
さ
れ
る
と
の
こ

と
。

R7.3定例会一般質問（飯田議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（齊木議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（松本議員）

YouTube
動画
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氾
濫
域
に
わ
た

る
ま
で
の
上
流
・
下
流
や
本

川
・
支
川
の
流
域
全
体
を
俯

瞰
し
、
国
・
流
域
自
治
体
・

企
業
・
住
民
等
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
協
働
し
て
水
害
対
策

を
行
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
上
流
域
に
属
す
る
本
町
に

お
い
て
は
、
下
流
域
の
市
町

の
洪
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
、
調
整
池
等
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
に

放
流
す
る
雨
水
を
抑
制
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
内
に
お
け
る

水
害
発
生
時
に
備
え
る
対
策

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
丹
羽
消
防

署
に
お
い
て
、
時
間
雨
量
20

㎜
並
び
風
速
15
m/s
以
上
を
感

知
し
た
時
に
は
、
町
民
安
全

課
に
連
絡
が
入
り
、
維
持
管

理
課
と
情
報
を
共
有
す
る
と

共
に
、
気
象
情
報
を
注
視
し

な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
登

庁
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
台
風
な
ど
事
前
対

応
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
内
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
て
最
新
情
報
を
共
有
し
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
自
主
避

難
所
の
開
設
な
ど
の
判
断
を

行
っ
て
い
る
。

災
害
時
、本
町
の
避
難
所
は

女
性
の
視
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か

女
性
の
視
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か

部
長 

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
し
て
い
る

部
長 

配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
し
て
い
る

松本佳子
まつ もとけい こ

議員

本
町
が
想
定
す
る

避
難
所
は
、
ト
イ
レ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
大
災
害
の
避
難

所
で
の
課
題
や
教
訓
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
女
性
の
視
点

で
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
避
難
生
活

を
送
る
上
で
、
女
性
特
有
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

の
意
見
交
換
の
中
で
女
性
の

意
見
も
参
考
に
し
て
き
た
。

女
性
や
乳
幼
児
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
よ
う
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
に
し
て
い
る
。

夜
中
、
み
ん
な
が

眠
っ
て
い
る
と
き
、
真
っ
暗

で
、
屋
外
に
あ
る
ト
イ
レ
に

ひ
と
り
で
安
心
し
て
行
け
る

の
か
。

地
域
協
働
部
長
　
避
難
所
と

な
る
建
物
内
の
ト
イ
レ
を
、

ル
ー
ル
を
決
め
た
上
で
優
先

し
て
使
用
し
、
足
り
な
け
れ

ば
、
建
物
外
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
を
使

用
す
る
と
い
っ
た
形
に
な
る

が
「
安
心
し
て
使
え
ま
す
」

と
は
、
は
っ
き
り
言
い
切
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
発

電
機
等
で
の
明
か
り
の
確
保
、

高
齢
者
や
女
性
、
子
ど
も
に

は
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
を
検

討
す
る
。

女
性
の
視
点
だ
け

で
は
な
く
、
同
じ
女
性
で
も

若
い
世
代
と
年
配
の
世
代
で

は
視
点
が
違
う
。
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
世
帯
で
も
違
う
。
若

い
世
代
向
け
、
要
支
援
者
が

い
る
ご
家
庭
、
単
身
世
帯
、

そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
合
わ
せ

た
防
災
に
つ
い
て
の
広
報
の

仕
方
が
必
要
か
と
思
う
が
ど

う
か
。

地
域
協
働
部
長
　
昨
今
の
災

害
時
で
の
最
優
先
事
項
と
し

て
は
「
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
」

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

重
点
的
に
啓
発
し
て
い
く
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
災
害
を

「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

分
事
」
と
気
づ
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

令和4年7月豪雨発生時の様子簡易トイレ

来
訪
者
の
滞
在
時

間
及
び
滞
在
日
数
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
研
修
の

場
合
は
2
週
間
か
ら
1
カ
月

程
度
と
の
こ
と
。

本
町
企
業
へ
の
滞

在
者
が
増
え
た
場
合
、
何
か

対
応
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
町
内
企

業
か
ら
は
宿
泊
先
の
確
保
に

は
困
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
今
後
、
町
内

企
業
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
考

え
た
い
。

滞
在
し
た
場
合
の

宿
泊
先
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
名
古
屋

市
内
や
近
隣
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
に
宿
泊
さ
れ
る
と
の
こ

と
。

R7.3定例会一般質問（飯田議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（齊木議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（松本議員）

YouTube
動画

おおぐち議会だより　No.244
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江
幡

江
幡

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

山
闢

山
闢

山
闢

山
闢

山
闢

一
般
質
問

一
般
質
問後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
を

2
割
負
担
を
1
割
負
担
に
せ
よ
！

2
割
負
担
を
1
割
負
担
に
せ
よ
！

部
長 

約
3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な
る

部
長 

約
3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な
る

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

令
和
4
年
10
月
1

日
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
っ
た
。

課
税
所
得
や
年
金
収
入
に
よ

り
、
1
割
負
担
か
ら
2
割
負

担
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
、

配
慮
措
置
を
設
け
て
負
担
軽

減
を
し
た
が
、
本
年
9
月
30

日
で
終
わ
る
。

　
現
在
、
物
価
高
騰
の
社
会

情
勢
で
、
配
慮
措
置
を
終
了

す
る
の
は
被
保
険
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
政

府
が
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

大
口
町
が
独
自
施
策
を
打
ち

出
し
て
欲
し
い
。
配
慮
措
置

に
て
保
険
者
が
払
い
戻
し
た

金
額
は
年
換
算
で
い
く
ら
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
7
年

9
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
は
、

増
加
額
を
、
月
3
千
円
に
抑

え
る
配
慮
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
5
年

度
の
1
年
間
で
は
約

1
9
0
0
万
円
と
な
る
。

令
和
5
年
度
の
1

年
間
の
医
療
費
よ
り
試
算
す

る
と
、
2
割
負
担
の
被
保
険

者
を
1
割
負
担
に
す
る
た
め

に
い
く
ら
の
支
出
に
な
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
2
割
負
担

の
方
が
支
払
わ
れ
た
実
績
が

5
8
2
5
万
8
千
円
、
配
慮

措
置
の
適
用
額
が
約

1
9
0
0
万
円
、
こ
れ
ら
の

額
か
ら
、
2
割
負
担
の
方
を

1
割
負
担
に
し
た
場
合
、
約

3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
は
安
心
・
安
全
か

町
民
が
安
心
で
き
る
下
水
道
対
策
は

町
民
が
安
心
で
き
る
下
水
道
対
策
は

部
長 

定
期
点
検
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見

部
長 

定
期
点
検
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

下
水
道
整
備
の
現

状
は
。

建
設
部
長
　
下
水
道
整
備
は

昭
和
63
年
度
か
ら
開
始
し
令

和
7
年
度
施
工
の
5
3
0
m

を
も
っ
て
完
了
と
な
る
。
本

町
の
下
水
道
総
延
長
は
お
よ

そ
1
6
6
㎞
。

下
水
道
管
の
材
質

と
耐
用
年
数
は
。

建
設
部
長
　
良
質
の
粘
土
を

原
料
と
し
て
う
わ
ぐ
す
り
を

か
け
高
温
で
焼
い
た
陶
器
の

陶
管
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
多
く
、
い

ず
れ
も
国
の
基
準
で
耐
用
年

数
は
50
年
で
あ
る
。

下
水
道
管
埋
設
の

深
さ
は
。

建
設
部
長
　
規
則
で
は
路
面

と
管
頂
部
と
の
間
を
60
㎝
確

保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
で
は
県
の
公
社
発

行
下
水
道
設
計
手
引
き
に
基

づ
き
車
道
は
80
㎝
以
上
、
歩

道
は
60
㎝
以
上
を
確
保
し
て

い
る
。

　
面
整
備
管
の
多
く
は
生
活

地
域
で
は
1
〜
3
m
、
幹
線

で
は
5
m
程
度
と
な
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

災
害
時
に
も
上
下

水
道
の
使
用
が
可
能
な
耐
震

化
は
。

建
設
部
長
　
役
場
や
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
、
さ
く
ら
病
院

な
ど
の
医
療
機
関
、
小
中
学

校
な
ど
の
避
難
所
21
カ
所
を

重
要
施
設
と
し
て
災
害
時
の

水
道
水
の
供
給
や
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
丹
羽
広
域

事
務
組
合
と
計
画
策
定
中
で

あ
る
。

道
路
陥
没
事
故
の

報
を
受
け
本
町
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
幹
線
管
渠
埋
設

道
路
に
路
面
変
化
が
な
い
か

自
走
確
認
の
他
、
ポ
ン
プ
装

備
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
腐
敗
が

な
い
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
。

緊
急
対
応
が
必
要
な
箇
所
は

な
く
安
全
を
確
認
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ

い
て
、
現
状
の
国
及
び
愛
知

県
の
状
況
は
。

総
務
部
長
　
全
国
90
の
自
治

体
に
て
公
契
約
条
例
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
愛
知
県
内
で
は
、

愛
知
県
を
含
む
県
内
市
町
村

55
団
体
の
う
ち
、
21
団
体
で

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

公
契
約
条
例
の
制

定
に
対
す
る
本
町
の
考
え
方

は
。

総
務
部
長
　
課
題
等
を
踏
ま

え
、
現
時
点
で
は
す
ぐ
に
条

例
が
必
要
と
の
認
識
で
は
な

い
が
、
今
回
の
質
問
を
機
に
、

今
後
、
他
団
体
の
動
向
に
は

よ
り
一
層
注
視
し
な
が
ら
、

調
査
・
研
究
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

全
国
的
に
公
契
約

の
条
例
な
ど
、
制
定
内
容
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

総
務
部
長
　
公
契
約
条
例
に

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
、
一
つ
は
公

契
約
の
総
則
的
事
項
の
み
を

規
定
し
た
「
理
念
型
」
と
い

う
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
最

低
賃
金
な
ど
の
賃
金
条
項
を

規
定
し
た
「
賃
金
条
項
型
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
愛
知

県
内
で
は
豊
橋
市
、
豊
川
市
、

み
よ
し
市
の
3
団
体
が
該
当
。

本
町
建
設
工
事
に

お
い
て
、
週
休
2
日
制
工
事

を
入
札
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
と
現
状
は
。

総
務
部
長
　
建
設
業
は
他
産

業
と
比
較
し
て
労
働
時
間
が

長
く
、
休
日
数
が
少
な
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
働
き
易
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
こ
れ
に
資
す
る
た
め
、

発
注
者
側
か
ら
休
日
の
取
得

を
促
す
こ
と
で
、
こ
の
普
及
・

啓
発
を
推
進
す
る
た
め
発
注

を
し
て
い
る
。

公
契
約
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
本
町
の
認
識
は
。

総
務
部
長
　
令
和
6
年
に
い

わ
ゆ
る
担
い
手
3
法
が
改
正

さ
れ
、
新
た
な
指
針
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
公
契

約
に
お
け
る
入
札
及
び
契
約

の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措

置
並
び
に
品
質
確
保
の
促
進

を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
責
任
は
増
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
契
約
下
で
働
く
方
の
賃
金
適
正
化
を

山闢卓美
やまさき たく み

議員

今
後
の
方
針
は

今
後
の
方
針
は

部
長 

他
の
動
向
を
注
視
し
、調
査
研
究
を
行
う

部
長 

他
の
動
向
を
注
視
し
、調
査
研
究
を
行
う

町の広報戦略は

酒井一平議員の質問

補聴器購入助成を
実施せよ

江幡満世志議員の質問

　LINEの配信権限を秘書
広報室で集中して行ってい
たものを、各課で配信でき
るように変更したことにより、
タイムリーな情報発信が可
能となった。また、動画に
よる情報発信により力を入
れるため、令和7年度デジ
タルサイネージを設置する
予定。

　年齢などに関わらず、誰し
も難聴になる可能性があるため、
高齢者福祉と障がい者福祉の
双方の観点から、制度を創設。
令和7年度から、町内に在住
の18歳以上であり、医師に
より補聴器の装用が必要と認
められた『中等度の難聴者』
を対象に補聴器とその付属品
の購入費の一部を助成する。

一言で広報といっても多種多様な方法があり、今後も様々な
角度で常に斬新で新しい広報を目指していただきたいです。

町民に寄り添った制度が実現して本当に良かった。
助成制度が活用され、生活の一助になれば幸いです。

たいへん満足 たいへん満足

令和6年3月定例会にて質問令和6年3月定例会にて質問

R7.3定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（山闢議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて
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令和7年4月24日発行
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令和7年4月24日発行

13 12



江
幡

江
幡

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

山
闢

山
闢

山
闢

山
闢

山
闢

一
般
質
問

一
般
質
問後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
を

2
割
負
担
を
1
割
負
担
に
せ
よ
！

2
割
負
担
を
1
割
負
担
に
せ
よ
！

部
長 

約
3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な
る

部
長 

約
3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な
る

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

令
和
4
年
10
月
1

日
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
っ
た
。

課
税
所
得
や
年
金
収
入
に
よ

り
、
1
割
負
担
か
ら
2
割
負

担
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
、

配
慮
措
置
を
設
け
て
負
担
軽

減
を
し
た
が
、
本
年
9
月
30

日
で
終
わ
る
。

　
現
在
、
物
価
高
騰
の
社
会

情
勢
で
、
配
慮
措
置
を
終
了

す
る
の
は
被
保
険
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
政

府
が
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

大
口
町
が
独
自
施
策
を
打
ち

出
し
て
欲
し
い
。
配
慮
措
置

に
て
保
険
者
が
払
い
戻
し
た

金
額
は
年
換
算
で
い
く
ら
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
7
年

9
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
は
、

増
加
額
を
、
月
3
千
円
に
抑

え
る
配
慮
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
5
年

度
の
1
年
間
で
は
約

1
9
0
0
万
円
と
な
る
。

令
和
5
年
度
の
1

年
間
の
医
療
費
よ
り
試
算
す

る
と
、
2
割
負
担
の
被
保
険

者
を
1
割
負
担
に
す
る
た
め

に
い
く
ら
の
支
出
に
な
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
2
割
負
担

の
方
が
支
払
わ
れ
た
実
績
が

5
8
2
5
万
8
千
円
、
配
慮

措
置
の
適
用
額
が
約

1
9
0
0
万
円
、
こ
れ
ら
の

額
か
ら
、
2
割
負
担
の
方
を

1
割
負
担
に
し
た
場
合
、
約

3
9
0
0
万
円
の
支
出
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
は
安
心
・
安
全
か

町
民
が
安
心
で
き
る
下
水
道
対
策
は

町
民
が
安
心
で
き
る
下
水
道
対
策
は

部
長 

定
期
点
検
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見

部
長 

定
期
点
検
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

下
水
道
整
備
の
現

状
は
。

建
設
部
長
　
下
水
道
整
備
は

昭
和
63
年
度
か
ら
開
始
し
令

和
7
年
度
施
工
の
5
3
0
m

を
も
っ
て
完
了
と
な
る
。
本

町
の
下
水
道
総
延
長
は
お
よ

そ
1
6
6
㎞
。

下
水
道
管
の
材
質

と
耐
用
年
数
は
。

建
設
部
長
　
良
質
の
粘
土
を

原
料
と
し
て
う
わ
ぐ
す
り
を

か
け
高
温
で
焼
い
た
陶
器
の

陶
管
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
多
く
、
い

ず
れ
も
国
の
基
準
で
耐
用
年

数
は
50
年
で
あ
る
。

下
水
道
管
埋
設
の

深
さ
は
。

建
設
部
長
　
規
則
で
は
路
面

と
管
頂
部
と
の
間
を
60
㎝
確

保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
で
は
県
の
公
社
発

行
下
水
道
設
計
手
引
き
に
基

づ
き
車
道
は
80
㎝
以
上
、
歩

道
は
60
㎝
以
上
を
確
保
し
て

い
る
。

　
面
整
備
管
の
多
く
は
生
活

地
域
で
は
1
〜
3
m
、
幹
線

で
は
5
m
程
度
と
な
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

災
害
時
に
も
上
下

水
道
の
使
用
が
可
能
な
耐
震

化
は
。

建
設
部
長
　
役
場
や
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
、
さ
く
ら
病
院

な
ど
の
医
療
機
関
、
小
中
学

校
な
ど
の
避
難
所
21
カ
所
を

重
要
施
設
と
し
て
災
害
時
の

水
道
水
の
供
給
や
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
丹
羽
広
域

事
務
組
合
と
計
画
策
定
中
で

あ
る
。

道
路
陥
没
事
故
の

報
を
受
け
本
町
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
幹
線
管
渠
埋
設

道
路
に
路
面
変
化
が
な
い
か

自
走
確
認
の
他
、
ポ
ン
プ
装

備
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
腐
敗
が

な
い
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
。

緊
急
対
応
が
必
要
な
箇
所
は

な
く
安
全
を
確
認
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ

い
て
、
現
状
の
国
及
び
愛
知

県
の
状
況
は
。

総
務
部
長
　
全
国
90
の
自
治

体
に
て
公
契
約
条
例
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
愛
知
県
内
で
は
、

愛
知
県
を
含
む
県
内
市
町
村

55
団
体
の
う
ち
、
21
団
体
で

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

公
契
約
条
例
の
制

定
に
対
す
る
本
町
の
考
え
方

は
。

総
務
部
長
　
課
題
等
を
踏
ま

え
、
現
時
点
で
は
す
ぐ
に
条

例
が
必
要
と
の
認
識
で
は
な

い
が
、
今
回
の
質
問
を
機
に
、

今
後
、
他
団
体
の
動
向
に
は

よ
り
一
層
注
視
し
な
が
ら
、

調
査
・
研
究
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

全
国
的
に
公
契
約

の
条
例
な
ど
、
制
定
内
容
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

総
務
部
長
　
公
契
約
条
例
に

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
、
一
つ
は
公

契
約
の
総
則
的
事
項
の
み
を

規
定
し
た
「
理
念
型
」
と
い

う
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
最

低
賃
金
な
ど
の
賃
金
条
項
を

規
定
し
た
「
賃
金
条
項
型
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
愛
知

県
内
で
は
豊
橋
市
、
豊
川
市
、

み
よ
し
市
の
3
団
体
が
該
当
。

本
町
建
設
工
事
に

お
い
て
、
週
休
2
日
制
工
事

を
入
札
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
と
現
状
は
。

総
務
部
長
　
建
設
業
は
他
産

業
と
比
較
し
て
労
働
時
間
が

長
く
、
休
日
数
が
少
な
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
働
き
易
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
こ
れ
に
資
す
る
た
め
、

発
注
者
側
か
ら
休
日
の
取
得

を
促
す
こ
と
で
、
こ
の
普
及
・

啓
発
を
推
進
す
る
た
め
発
注

を
し
て
い
る
。

公
契
約
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
本
町
の
認
識
は
。

総
務
部
長
　
令
和
6
年
に
い

わ
ゆ
る
担
い
手
3
法
が
改
正

さ
れ
、
新
た
な
指
針
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
公
契

約
に
お
け
る
入
札
及
び
契
約

の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措

置
並
び
に
品
質
確
保
の
促
進

を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
責
任
は
増
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
契
約
下
で
働
く
方
の
賃
金
適
正
化
を

山闢卓美
やまさき たく み

議員

今
後
の
方
針
は

今
後
の
方
針
は

部
長 

他
の
動
向
を
注
視
し
、調
査
研
究
を
行
う

部
長 

他
の
動
向
を
注
視
し
、調
査
研
究
を
行
う

町の広報戦略は

酒井一平議員の質問

補聴器購入助成を
実施せよ

江幡満世志議員の質問

　LINEの配信権限を秘書
広報室で集中して行ってい
たものを、各課で配信でき
るように変更したことにより、
タイムリーな情報発信が可
能となった。また、動画に
よる情報発信により力を入
れるため、令和7年度デジ
タルサイネージを設置する
予定。

　年齢などに関わらず、誰し
も難聴になる可能性があるため、
高齢者福祉と障がい者福祉の
双方の観点から、制度を創設。
令和7年度から、町内に在住
の18歳以上であり、医師に
より補聴器の装用が必要と認
められた『中等度の難聴者』
を対象に補聴器とその付属品
の購入費の一部を助成する。

一言で広報といっても多種多様な方法があり、今後も様々な
角度で常に斬新で新しい広報を目指していただきたいです。

町民に寄り添った制度が実現して本当に良かった。
助成制度が活用され、生活の一助になれば幸いです。

たいへん満足 たいへん満足

令和6年3月定例会にて質問令和6年3月定例会にて質問

R7.3定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

R7.3定例会一般質問（山闢議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて
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総務建設常任委員会総務建設常任委員会

総務建設常任委員会が県内行政視察、各委員会が意見交換会を実施しました

議員活動は、定例会中に限りません。閉会中には
各委員会で所管に関する視察研修や研究をしています。委員会レポート　－視察報告－

先
進
地
視
察
を
参
考
に
し
た
政
策
の
推
進
を

岡
崎
市
役
所
＆
豊
田
市
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
視
察

　
本
委
員
会
の
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
地
域
と
企
業
が
一
体
と
な
る
『
地

域
ま
る
ご
と
防
災
』
の
仕
組
み
づ

く
り
の
調
査
研
究
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
危
惧
さ
れ
る
災

害
の
ひ
と
つ
が
「
水
害
」
で
あ
り
、

今
回
、
訪
問
し
た
岡
崎
市
は
、
平

成
20
年
に
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
被
災
後
は
『
総

合
雨
水
対
策
計
画
』
を
制
定
し
、

そ
の
計
画
に
基
づ
い
た
政
策
を
実

行
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
担
当
の
方
に
は
、「
災
害

発
生
時
に
備
え
、
民
間
企
業
と
の

連
携
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
岡
崎
市
で
は
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
や
災
害
救
援
物
資
の
提
供
に
つ

い
て
の
『
災
害
協
定
』
を
締
結
し

て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
特

に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、『
総
合

雨
水
対
策
計
画
』
で
企
業
や
事
業

者
に
対
し
、
工
場
等
を
新
設
す
る

際
に
は
、
法
定
外
で
市
の
独
自
施

策
と
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
地
域
の
防
災
計
画
策
定
へ
の

支
援
を
自
治
体
と
し
て
求
め
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
自
主
防
災
組
織
が
し
っ
か
り
と

機
能
し
て
お
り
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
で

岡
崎
市
の
防
災
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
田
市
に
あ
る
『
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
』
は
災
害
の
体
験

が
で
き
る
施
設
で
、
今
回
は
火
事

を
想
定
し
た
煙
体
験
や
消
火
活
動

の
体
験
、
震
度
6
の
地
震
体
験
を

し
ま
し
た
。

　
職
員
の
方
は
「
災
害
に
あ
っ
た

と
き
、
食
事
は
1
日
我
慢
で
き
る

が
、
ト
イ
レ
は
1
日
我
慢
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
」
と
、
日
頃
か

ら
の
ト
イ
レ
の
備
え
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
2
月
27
日
に
「
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
」
の
み
な
さ
ま
と
、
防
災

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
共
助
の
大
切
さ
と
防
災
・

減
災
に
お
け
る
現
状
と
課
題
を

取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
に
必
要

な
こ
と
は
、
協
力
し
て
町
に
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
1
月
16
日
に
「
大
口
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

の
み
な
さ
ま
と
、
今
年
度
の
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
予

防
福
祉
」
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

健
康
の
維
持
に
は
社
会
活
動
へ

の
参
加
や
生
き
が
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

議員って何をしているの？
令和7年2～4月の主な活動です

議員って何をしているの？
令和7年2～4月の主な活動です「議員って何かはしてるとは

思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

北名古屋市行政視察
議会広聴広報常任委員会では「議
会モニター」を導入している北
名古屋市を視察しました。

町村議会広報クリニック参加
全国の町村議会が対象の広報ク
リニックで、本議会の「議会だ
より」もクリニックを受けまし
た。

3月定例会の様子
令和7年度予算をはじめ議案に
対し質疑し、採決しました。
（写真は文教福祉常任委員会委
員長報告）

1月14日

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

町民の皆様との

意見交換会

本会議・委員会など

西っ子発表会

議会広聴広報常任委員会視
察

まちづくり協働フォーラム

議会広聴広報常任委員会研
修（東京）

大口町地域懇談会

総務建設常任委員会協議会
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総務建設常任委員会意見交
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大口中学校卒業式

桜並木健康ジョギング

総務建設常任委員会、協議会

文教福祉常任委員会、協議会
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9日

14日

18日

21日

27日

31日

7日

10日

14日

16日

21日

28日

2
月

3
月

4
月

内容（特記事項）

見学

北名古屋市訪問

参加

町村議会広報クリニック

参加

令和7年第2回定例会概要

議会だより244号協議
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委員会付託議案審議、陳情の審査
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議会だより244号校正
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総務建設常任委員会総務建設常任委員会

総務建設常任委員会が県内行政視察、各委員会が意見交換会を実施しました

議員活動は、定例会中に限りません。閉会中には
各委員会で所管に関する視察研修や研究をしています。委員会レポート　－視察報告－

先
進
地
視
察
を
参
考
に
し
た
政
策
の
推
進
を

岡
崎
市
役
所
＆
豊
田
市
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
視
察

　
本
委
員
会
の
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
地
域
と
企
業
が
一
体
と
な
る
『
地

域
ま
る
ご
と
防
災
』
の
仕
組
み
づ

く
り
の
調
査
研
究
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
危
惧
さ
れ
る
災

害
の
ひ
と
つ
が
「
水
害
」
で
あ
り
、

今
回
、
訪
問
し
た
岡
崎
市
は
、
平

成
20
年
に
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
被
災
後
は
『
総

合
雨
水
対
策
計
画
』
を
制
定
し
、

そ
の
計
画
に
基
づ
い
た
政
策
を
実

行
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
担
当
の
方
に
は
、「
災
害

発
生
時
に
備
え
、
民
間
企
業
と
の

連
携
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
岡
崎
市
で
は
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
や
災
害
救
援
物
資
の
提
供
に
つ

い
て
の
『
災
害
協
定
』
を
締
結
し

て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
特

に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、『
総
合

雨
水
対
策
計
画
』
で
企
業
や
事
業

者
に
対
し
、
工
場
等
を
新
設
す
る

際
に
は
、
法
定
外
で
市
の
独
自
施

策
と
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
地
域
の
防
災
計
画
策
定
へ
の

支
援
を
自
治
体
と
し
て
求
め
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
自
主
防
災
組
織
が
し
っ
か
り
と

機
能
し
て
お
り
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
で

岡
崎
市
の
防
災
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
田
市
に
あ
る
『
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
』
は
災
害
の
体
験

が
で
き
る
施
設
で
、
今
回
は
火
事

を
想
定
し
た
煙
体
験
や
消
火
活
動

の
体
験
、
震
度
6
の
地
震
体
験
を

し
ま
し
た
。

　
職
員
の
方
は
「
災
害
に
あ
っ
た

と
き
、
食
事
は
1
日
我
慢
で
き
る

が
、
ト
イ
レ
は
1
日
我
慢
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
」
と
、
日
頃
か

ら
の
ト
イ
レ
の
備
え
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
2
月
27
日
に
「
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
」
の
み
な
さ
ま
と
、
防
災

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
共
助
の
大
切
さ
と
防
災
・

減
災
に
お
け
る
現
状
と
課
題
を

取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
に
必
要

な
こ
と
は
、
協
力
し
て
町
に
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
1
月
16
日
に
「
大
口
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

の
み
な
さ
ま
と
、
今
年
度
の
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
予

防
福
祉
」
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

健
康
の
維
持
に
は
社
会
活
動
へ

の
参
加
や
生
き
が
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

議員って何をしているの？
令和7年2～4月の主な活動です

議員って何をしているの？
令和7年2～4月の主な活動です「議員って何かはしてるとは

思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

北名古屋市行政視察
議会広聴広報常任委員会では「議
会モニター」を導入している北
名古屋市を視察しました。

町村議会広報クリニック参加
全国の町村議会が対象の広報ク
リニックで、本議会の「議会だ
より」もクリニックを受けまし
た。

3月定例会の様子
令和7年度予算をはじめ議案に
対し質疑し、採決しました。
（写真は文教福祉常任委員会委
員長報告）

1月14日

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

町民の皆様との

意見交換会

本会議・委員会など

西っ子発表会

議会広聴広報常任委員会視
察

まちづくり協働フォーラム

議会広聴広報常任委員会研
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災害救援ボランティア及び社会福祉協議
会 ⇒P.14 参照
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来賓
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議
会
だ
よ
り

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

T
EL（

0587）95-1702（
直

通
）　

 FA
X

 95-1454

議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定

6月 2日（月） 開会・提案説明

4日（水） 一般質問

5日（木） 一般質問

9日（月） 議案質疑・委員会付託

11日（水） 総務建設常任委員会

13日（金） 文教福祉常任委員会

19日（木） 討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。

発
行
責
任
者

議

長

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

江

口

昌

史

松

本

佳

子

山

坡

卓

美

佐
名
か
よ
子

酒

井

一

平

宮

川

基

英

社

本

與

七

江
幡
満
世
志

大口町議会
ホームページ
大口町議会
ホームページ

今回、初めて議会だよりの表紙の写真を一般公募いたしました。
テーマは「大口町の桜」。たくさんの応募をいただき、ありがとう
ございました。委員による選考の結果、近藤夏希さんが撮影され
た写真を選ばせていただきました。
※写真のタイトル「桜が咲いたよ！！」
※撮影者コメント「1年のうちに1番華やかになる余野5号公園の桜。
五条川の桜に負けないくらい立派な桜を毎年楽しみにしています。」

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　自助・共助・公助それぞれが災害対応力を高め、
連携できる大口町になってほしいです。

（災害救援ボランティア代表　川橋さん）

　突然の事態で避難しようとした時、どこへ行
けば良いか分かりません。区の掲示板で確認で
きれば助かります。

（垣田在住　平山さん）

～大口町に期待することは？～

「桜が咲いたよ！！」
撮影者 近藤夏希さん

（関連記事P.16）

「桜が咲いたよ！！」
撮影者 近藤夏希さん

（関連記事P.16）
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3 月
定
例
会

N
o.2

4
4

令
和
7
年
4
月
2
4
日

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
おおぐち議会だより　No.244
令和7年4月24日発行
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